
閻若壕『尚書古文疏琵』演習(-)(野間)

閣
若
壕
『
尚
書
古
文
疏
澄
』
演
習
　
(
一
)

解

題

資

料

『
尚
書
』
研
究
の
困
難
さ

1
　
成
立
と
伝
承
の
複
雑
さ
=
『
尚
書
』
文
献
学
の
煩
雑
さ

2
　
原
典
解
釈
の
困
難
さ
　
=
『
尚
書
』
解
釈
学
の
困
難
さ

○
段
玉
裁
『
古
文
尚
書
撰
異
』
序

経
惟
尚
書
最
尊
。
尚
書
之
離
厄
最
甚
。
秦
之
火
、
一
也
。
漢
博
士
之
抑
古

文
、
二
也
。
馬
鄭
不
注
古
文
逸
篇
、
三
也
。
貌
晋
之
有
償
古
文
、
四
也
。

唐
正
義
不
用
馬
鄭
用
偽
孔
、
五
也
。
天
資
之
改
字
、
六
也
。
宋
開
資
之
改

搾
文
、
七
也
。
七
者
備
而
古
文
幾
亡
夫
。

○
韓
愈
　
「
進
學
解
」

周
詰
股
盤
倍
屈
贅
牙
。
春
秋
謹
厳
。
左
氏
浮
誇
。
易
奇
而
法
。
詩
正
而
花
。

○
朱
貢
『
朱
子
語
類
』
巻
第
七
十
八

伏
生
書
多
難
法
難
暁
、
孔
安
國
壁
中
書
却
平
易
易
噴
。
(
第
四
條
)

書
有
雨
鰭
、
有
極
分
噴
者
、
有
極
難
噴
者
。
　
　
　
　
(
第
九
條
)

野
間
　
文
史

漢
代
以
降
の
伝
本
(
陳
夢
家
『
尚
書
通
論
』
に
よ
る
)

伏
生
本
　
　
　
-
　
　
　
西
漠
今
文
本

壁
中
本

孔
氏
本

戯
王
本

中
秘
本

ノ
西
漠
古
文
本

杜
林
本
　
　
　
-
　
　
　
東
浜
古
文
本

孔
倖
本
　
　
　
-
　
　
　
東
音
古
文
本
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東
晋
古
文
尚
書
の
偽
作
に
つ
い
て

よ
く

南
宋
・
呉
械

南
采
・
朱
薫

元
・
呉
澄さく

明
・
梅
鷲

清
・
問
若
琅

清
・
古
棟

清
・
王
鳴
盛

清
・
毛
奇
齢

『
書
稗
侍
』
十
三
巻
(
侠
)

『
朱
子
語
類
』
巻
第
七
十
八
　
疑
問
を
提
示
す
る
の
み

『
書
纂
言
』
四
巻
(
四
庫
全
書
・
通
志
堂
経
解
)

『
尚
書
譜
』
五
巻
　
(
北
京
園
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
第
一
冊
)

『
尚
書
考
異
』
五
巻
(
北
京
固
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
第
一
冊

四
庫
全
書
・
平
津
館
叢
書
・
叢
書
集
成
初
編
)

『
尚
書
古
文
疏
琵
』
八
巻

『
古
文
尚
書
考
』
二
審
(
皇
清
脛
解
)

『
尚
書
後
案
』
三
十
巻
(
皇
清
脛
解
　
乾
隆
四
十
五
年
刊
本
)

『
古
文
尚
書
菟
詞
』
八
巻
(
四
庫
全
書
・
西
河
合
集
)

清
水
　
茂
『
書
経
・
春
秋
』
*
中
国
詩
文
選
　
　
　
筑
摩
書
房

野
村
茂
夫
『
書
経
』
中
国
古
典
新
書
　
　
　
　
　
明
徳
出
版
社

池
田
末
利
『
尚
書
』
全
繹
漢
文
大
系
　
　
　
　
　
　
　
集
英
社

尾
崎
雄
二
郎
他
『
詩
経
國
風
・
書
経
』
*
世
界
古
典
文
学
全
集

筑
摩
書
房

ー　　　トtJ　　　ト.・・.

く上)　く.D q〇

一4　　-■　　-q
Cn　トト.　Cn

-

U⊃

CO
-

加
藤
常
賢
・
小
野
澤
精
一
『
書
経
(
上
・
下
)
』
新
繹
漢
文
大
系

明
治
書
院
-
諾
い

尚
書
研
究
書

甲
骨
・
金
文
学
の
成
果
を
踏
ま
え
た
『
尚
書
』
解
釈
書

孫
弘
和
議
『
尚
書
餅
枝
』

干
省
吾
『
壁
創
移
尚
書
新
琵
』

屈
萬
里
『
尚
書
繹
義
』
・
『
尚
書
集
繹
』

楊
甥
如
『
尚
書
或
詰
』

曾
運
乾
『
尚
書
正
讃
』

加
藤
常
賢
『
眞
古
文
尚
書
集
繹
』
明
治
書
院

赤
塚
　
忠
『
書
経
・
易
経
』
中
国
古
典
文
学
大
系
　
　
平
凡
社

顧
韻
剛
『
古
史
排
』
等

陳
夢
家
『
尚
書
通
論
』

張
西
堂
『
尚
書
引
論
』

小
林
信
明
『
古
文
尚
書
乃
研
究
』

大
修
館
書
店
-
試
①

松
本
雅
明
『
春
秋
戦
国
に
お
け
る
尚
書
の
展
開
』
風
間
書
房
　
-
宗
①

著
作
集
十
二
(
弘
生
書
林
)
　
】
冨
∞

平
岡
武
夫
『
経
書
の
成
立
』
全
国
書
房
-
①
㌫

中
江
丑
吉
『
中
国
古
代
政
治
思
想
』
岩
波
書
店

創
文
社
-
冨
山

-
の
∽
〇
・
-
害
い
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闇
若
壕
(
-
の
U
の
ー
ー
3
宜
の
著
作

尚
書
古
文
琉
謹
八
巻

四
書
繹
地
一
巻
績
一
巻
又
績
二
審
三
績
二
審

(
四
庫
全
書
・
皇
清
経
解

乾
隆
五
十
三
年
刊
本
・
嘉
慶
八
年
刊
本
二
一
十
一
年
重
校
本
)

潜
邱
前
記
六
巻
(
四
庫
全
書
・
四
庫
珍
本
四
集
　
乾
隆
十
年
刊
本
)

潜
邱
前
記
二
審
(
皇
清
経
解
)

孟
子
生
卒
年
考
一
巻
(
皇
清
経
解
)

毛
朱
詩
説
一
巻
(
昭
代
叢
書
・
楚
州
叢
書
)

蘇
慶
彬
　
問
若
頭
胡
洞
崔
述
三
家
難
儀
方
法
之
研
究
新
疆
書
院
學
術
年
刊
3
-
霊
-

許
華
峰
　
論
《
尚
書
古
文
疏
琵
》
輿
《
古
文
尚
書
冤
詞
》
《
尚
書
考
異
》
的
関
係

経
學
研
究
論
叢
第
一
輯
　
昌
宏

劉
起
紆
『
尚
書
學
史
』
第
八
章
清
代
封
尚
書
的
考
班
研
究
　
中
華
書
局
-
霊
○

林
慶
彰
『
清
初
的
群
繹
排
偽
筆
』

第
四
章
考
桝
《
古
文
尚
書
》

文
津
出
版
社
-
3
0

第
三
節
　
閤
若
壕
考
桝
《
古
文
尚
書
》

第
四
節
　
輿
閻
氏
同
時
考
排
《
古
文
尚
書
》
諸
家

闇
潜
邱
先
生
年
譜
四
巻
　
　
清
・
張
穆
　
　
道
光
二
十
年
刊

李
振
興
『
尚
書
學
述
』
上

伍
　
古
文
尚
書
鯛
償
述
略

東
大
国
書
公
司
-
崇
ふ

183

閻
若
壕
研
究
文
献

吉
田
　
純
　
尚
書
古
文
疏
誼
と
そ
の
時
代
　
日
本
中
國
學
合
報
第
4
0
集

野
村
茂
夫
　
疑
「
偽
古
文
尚
書
考
」
　
(
上
)
愛
知
教
育
大
草
研
究
報
告
3
4

疑
　
「
偽
古
文
尚
書
考
」
　
(
中
)
愛
知
教
育
大
草
研
究
報
告
3
7
トー4　　　トー4　　　-

qつ　　く.D q⊃

CO CD CO
CO Ul OO

容
肇
祖
　
閻
若
頭
的
考
謹
學
　
嶺
南
學
報
1
-
4

銭
　
穆
　
蚊
間
百
詩
尚
書
古
文
疏
謹
　
國
立
北
平
園
書
館
館
刊
9
-
3

『
中
國
近
三
百
年
學
術
史
』
商
務
印
書
館

第
六
章
　
「
閻
潜
邱
、
毛
西
河
」

讃
「
闇
潜
邱
年
譜
」
　
-
再
論
尚
書
古
文
疏
謹

書
目
季
刊
1
0
-
1
・
.
全
集
8

戴
君
仁
『
閻
毛
古
文
尚
書
公
案
』
中
華
叢
書
編
審
委
員
合

ト一一　　　トー　　　-

く白　　く.D C.D

CJ U CJ
-J Cn　　く⊃
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『
尚
書
古
文
疏
護
』
　
の
版
本

『
尚
書
古
文
疏
琵
』
八
巻

乾
隆
十
年
原
刻
本
(
黄
宗
義
序
・
*
胡
滑
序
・
閤
永
序
・
闇
學
林
序

上
海
古
籍
出
版
社
影
印
-
呂
畠

四
庫
全
書
本
(
『
古
文
尚
書
疏
詮
』
と
し
て
著
録
)

績
皇
清
経
解
本

嘉
慶
元
年
刊
本

同
治
六
年
原
刻
重
修
本

内
容
分
類
(
林
慶
彰
氏
前
掲
書
に
よ
る
)

一
　
従
書
籍
之
著
録
、
篇
敷
考
桝

二
　
従
《
尚
書
》
侠
文
語
《
古
文
尚
書
》
之
偽

三
　
従
抄
襲
古
書
字
句
和
文
意
虞
排
別

四
　
従
祀
制
、
官
制
、
暦
法
、
地
理
等
護
《
古
文
尚
書
》
之
備

五
　
従
偽
書
的
文
章
考
排

目

春巻巻巻次
四　三　二

第
一
～
第
十
六

第
十
七
～
第
三
十
二

第
三
十
三
～
第
四
十
八

第
四
十
九
～
第
六
十
四

間
　
　
第
二
十
八
～
三
十

全
閉
補
遺
　
第
五
十
四
・
五
十
六
・
五
十

八
・
六
十
～
六
十
三

巻　巻　春　巻　巻　巻
八　七　六　六　五　五

下　上　下　上

第
六
十
五
～
第
七
十
二

第
七
十
三
～
第
八
十

第
八
十
一
～
第
八
十
八

第
八
十
九
～
第
九
十
六

第
九
十
七
～
第
一
百
十
二

第
一
百
十
三
～
第
一
百
二
十
八

閑
　
第
一
百
二
・
一
百
八
～
一
百
十

開
　
第
二
百
二
十
二
～
一
百
二
十
七

参
考だ
か
ら
清
代
、
考
証
学
の
研
究
方
法
が
進
歩
し
て
、
間
若
頭
(
〓
ハ
三
六
-
一

七
〇
四
年
)
と
い
う
学
者
が
尚
書
古
文
琉
証
を
著
わ
し
、
書
経
の
一
部
は
偽
作

で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
提
出
し
た
際
に
、
世
間
は
あ
っ
と
驚
い
た
も
の
で

あ
る
。
但
し
こ
の
疑
問
は
既
に
末
代
の
朱
子
か
ら
胚
胎
し
、
代
々
の
学
者
が
疑

い
を
深
め
て
き
た
も
の
な
の
で
、
同
著
壕
に
至
っ
て
そ
れ
が
大
成
さ
れ
た
わ
け

で
あ
っ
た
か
ら
、
大
義
名
分
の
上
か
ら
の
反
対
は
深
く
受
け
な
い
で
す
ん
だ
。

併
し
当
時
の
学
界
の
大
御
所
で
あ
っ
た
毛
奇
齢
二
六
二
三
-
一
七
一
六
年
)
な
ど

か
ら
は
強
い
反
撃
を
蒙
っ
た
。

著
者
の
閻
若
壕
は
世
間
に
遠
慮
し
て
か
、
そ
の
生
存
中
に
は
こ
の
書
を
出
版

す
る
こ
と
を
せ
ず
、
そ
の
た
め
伝
写
さ
れ
て
伝
わ
る
う
ち
、
そ
の
一
部
が
散
供

し
て
し
ま
い
、
今
に
至
る
ま
で
空
白
が
残
っ
て
い
る
r
。
毛
奇
齢
の
反
対
に
も
拘

わ
ら
ず
、
彼
の
説
は
次
第
に
学
界
の
賛
成
を
受
け
、
乾
隆
帝
の
四
庫
全
書
の
中

に
も
そ
の
書
が
ち
ゃ
ん
と
採
録
さ
れ
て
お
り
、
提
要
の
解
説
で
も
、
毛
奇
齢
の

反
対
を
退
け
て
、
閻
若
壕
の
説
を
、
根
拠
の
あ
る
発
言
だ
か
ら
、
奪
う
べ
か
ら

184
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ざ
る
も
の
、
と
し
て
支
持
し
て
い
る
。
遠
慮
し
た
の
は
反
っ
て
官
僚
や
学
界
で
、

両
広
総
督
と
し
て
学
者
た
ち
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
院
元
(
一
七
六
四
-
一
八
四

九
年
)
が
、
清
朝
時
代
に
成
っ
た
経
書
に
関
す
る
研
究
の
最
も
重
要
な
も
の
を

網
羅
し
た
叢
書
、
皇
活
経
解
を
編
集
し
た
と
き
に
、
尚
書
古
文
疏
証
は
そ
の
採

録
の
中
か
ら
、
恐
ら
く
は
故
意
に
、
洩
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
叢
書
が
最
初
に

一
応
の
完
成
を
見
た
の
は
道
光
九
年
(
一
八
二
九
年
)
で
あ
る
が
、
そ
の
後
五
十

余
年
を
経
て
、
王
先
謙
(
一
八
四
二
-
一
九
一
七
年
)
が
続
皇
清
経
解
を
編
纂
し
た

と
き
、
初
め
て
尚
書
古
文
疏
証
が
そ
の
中
に
収
載
さ
れ
、
一
般
の
学
者
が
容
易

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
著
者
が
死
ん
で
か
ら
後
、
実
に
二
百

年
近
く
も
た
っ
て
い
る
。
経
書
と
名
の
つ
く
も
の
に
対
す
る
批
判
が
、
如
何
に

障
り
多
い
も
の
で
あ
っ
た
か
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
察
せ
ら
れ
よ
う
。

〔
宮
崎
市
定
『
論
語
の
新
研
究
』
(
岩
波
書
店
一
九
七
四
年
　
『
宮
崎
市
定
全
集
4
』

所
収
)
解
題
よ
り
〕

185

以
上
並
び
に
次
ペ
ー
ジ
　
「
尚
書
百
篇
異
同
表
」
　
は
、
ほ
ぼ
先
師
池
田
未
利
教
授

『
尚
書
』
(
集
英
社
-
S
e
解
題
に
基
づ
く
。
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閻若壕『尚書古文疏註』演習(一)(野間)

凡
　
例

一
　
本
稿
は
閻
若
壕
『
尚
書
古
文
疏
語
』
合
一
の
訓
読
・
注
釈
・
補
説
か
ら
成
る
。

二
　
底
本
は
皇
清
脛
解
本
・
乾
隆
十
年
原
刻
本
と
を
対
校
し
た
本
文
を
用
い
る
。

尚
書
古
文
疏
謹
巷
一

太
原
閻
若
頭
百
詩
撰

平
陰
朱
績
時
近
堂
梓

第
一
言
両
漢
書
載
古
文
篇
敷
輿
今
異

第
二
言
古
文
亡
於
酉
晋
乱
故
無
以
謹
晩
出
之
低

第
三
言
鄭
康
成
註
古
文
篇
名
輿
今
異

第
四
言
古
文
書
題
巻
数
篇
次
昔
如
此

第
五
言
古
文
武
成
見
劉
款
三
統
歴
者
今
異

第
六
言
古
文
伊
訓
見
三
統
歴
及
鄭
註
者
今
遺

第
七
言
晩
出
泰
誓
濁
遺
墨
子
所
引
三
語
鳥
破
綻

第
人
言
左
侍
載
夏
日
食
之
種
今
誤
作
季
秋

第
九
言
左
侍
徳
乃
降
之
語
今
誤
入
大
南
譲

第
十
言
論
語
孝
平
惟
孝
鳥
句
今
誤
鮎
断

第
十
三
一
日
孟
子
引
書
語
今
誤
入
両
虎

第
十
二
言
墨
子
引
書
語
今
妄
改
繹

第
十
三
言
左
博
引
夏
訓
語
今
彊
入
五
子
之
歌

第
十
四
言
孟
子
引
今
文
典
今
合
引
古
文
輿
今
不
合

第
十
五
言
左
侍
國
語
引
逸
書
皆
今
有

第
十
六
言
種
記
引
逸
書
皆
今
有
且
誤
析
一
篇
烏
二

第
一
　
両
漢
書
に
載
す
る
古
文
の
篇
数
は
今
と
異
な
り

き
ん

漢
書
儒
林
侍
に
　
「
孔
氏
に
古
文
尚
書
有
り
て
、
孔
安
國
今
文
字
を
以
て
之

を
誼
み
、
因
り
て
以
て
其
の
家
の
逸
書
を
起
し
、
十
線
篇
を
得
た
り
。
蓋
し
尚

ま

す

　

　

こ

れ

書
玄
ま
す
是
よ
り
多
し
」
、
重
文
志
に
「
古
文
尚
書
は
孔
子
の
壁
中
よ
り
出
づ
。

こ
ぽ

武
帝
の
未
、
魯
の
共
王
　
孔
子
の
宅
を
壊
ち
し
と
き
古
文
尚
書
及
び
確
記
・
論
語

・
孝
経
、
凡
て
数
十
貨
を
得
た
る
に
、
皆
な
古
宇
な
り
。
孔
安
國
は
孔
子
の
後

こ
と
ご
と

な
り
。
悉
く
其
の
書
を
得
、
以
て
二
十
九
篇
を
考
す
る
に
、
多
き
こ
と
十
六
篇

ふ
こ

を
得
た
り
。
安
國
之
を
献
ず
る
も
、
巫
轟
の
事
に
遭
ひ
て
、
未
だ
學
官
に
列

つ
く

せ
ず
」
、
楚
元
王
侍
に
　
「
魯
恭
王
　
孔
子
の
宅
を
墳
ち
、
以
て
宮
を
鳥
ら
ん
と

欲
し
て
、
古
文
を
墳
壁
の
中
に
得
た
り
。
逸
樽
に
三
十
九
有
り
、
書
は
十
六
篇

な
り
。
天
漠
の
後
、
孔
安
國
之
を
献
ず
」
と
あ
り
。
夫
れ
一
た
び
は
則
ち
「
多

き
こ
と
十
六
篇
を
得
た
り
」
　
と
日
ひ
、
再
た
び
は
則
ち
　
「
逸
書
は
十
六
篇
」
　
と

・
カ
く

日
ふ
。
是
れ
古
文
尚
書
の
篇
数
の
　
西
漢
に
見
ゆ
る
者
此
の
如
き
な
り
。

さ
き

後
漢
書
杜
林
侍
に
「
林
前
に
西
州
に
於
い
て
漆
書
の
古
文
尚
書
一
巻
を
得
、

常
に
之
を
賓
と
し
て
愛
し
、
難
困
に
遭
ふ
と
錐
ど
も
、
握
持
し
て
身
を
離
さ
ざ

お
こ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

り
L
も
、
後
に
出
だ
し
て
衛
宏
等
に
示
し
、
遂
に
世
に
行
は
る
」
と
あ
り
。
同こ

郡
の
質
達
之
が
鳥
に
訓
を
作
り
、
馬
融
・
鄭
康
成
の
博
し
注
解
せ
L
は
、
皆
な
是

の
物
な
り
。
夫
れ
　
「
古
文
尚
書
一
巻
」
　
と
日
ひ
、
篇
教
を
言
は
ず
と
錐
ど
も
、

然
れ
ど
も
馬
融
の
書
序
に
は
、
則
ち
　
「
逸
十
六
篇
」
　
と
云
ふ
。
是
れ
古
文
尚
書

の
篇
数
の
東
漠
に
見
ゆ
る
者
又
た
此
の
如
き
な
り
。
②

此
の
書
、
何
時
遂
に
亡
び
し
か
を
知
ら
ず
。
東
晋
の
元
帝
の
時
、
橡
章
の
内

は

い

さ

く

た

ち

ま

ち

　

　

　

　

た

て

ま

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

け

い

史
梅
瞳
忽
ち
古
文
尚
書
を
上
る
。
増
多
の
二
十
五
篇
、
其
の
文
辞
格
制
の
過

然
　
〔
は
る
か
に
と
お
い
〕
　
と
し
て
類
せ
ざ
る
を
論
ず
る
無
く
し
て
、
只
だ
此
の

187
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篇
敦
の
合
は
ざ
る
の
み
に
て
、
償
な
る
こ
と
知
る
べ
し
。

按
ず
る
に
古
文
尚
書
は
賓
に
多
き
こ
と
十
六
篇
な
り
。
惟
だ
論
衡
の
載
す

る
所
、
其
の
説
は
互
ひ
に
異
な
り
。
其
の
正
説
篇
に
云
ふ
、
「
孝
景
帝
の
時
、

つ
く

魯
の
共
王
　
孔
子
の
教
授
堂
を
墳
ち
て
以
て
殿
を
鳥
ら
ん
と
し
、
百
篇
尚
書

を
臆
壁
中
に
得
た
り
。
武
帝
使
者
を
し
て
取
り
て
祝
し
む
る
も
、
能
く
謹

な

む
者
美
し
。
遂
に
中
に
秘
し
て
、
外
見
る
を
得
ず
。
孝
成
皇
帝
の
時
に
至

り
、
張
覇
百
両
の
篇
を
偽
造
す
。
帝
秘
せ
る
百
篇
を
出
だ
し
て
以
て
之
を

お
も

校
す
」
　
と
。
愚
謂
へ
ら
く
、
成
帝
の
時
に
秘
書
を
校
理
せ
L
は
、
正
し
く
劉

つ
か
さ
ど

向
・
劉
款
父
子
な
り
。
東
京
の
班
固
に
及
び
て
も
、
亦
た
其
の
職
を
典
る
。

讐
親
し
く
古
文
尚
書
百
管
見
た
る
に
、
而
も
乃
ち
酎
云
ふ
者
有
ら
ん
や
。

劉
は
則
ち
　
「
十
六
篇
の
逸
」
　
と
云
ひ
、
班
は
則
ち
　
「
多
き
こ
と
十
六
篇
を
得

た
り
」
と
云
ふ
こ
と
、
確
然
と
し
て
接
る
べ
し
。
王
充
の
論
衡
に
至
り
て
は
、

・
_
U
と

或
は
博
聞
に
得
た
り
し
な
ら
ん
。
博
聞
せ
る
と
親
見
せ
る
と
は
、
固
よ
り
並

び
て
論
じ
難
き
な
り
。
且
つ
　
「
武
帝
使
者
を
し
て
取
り
て
祝
し
む
」
と
云

ふ
。
「
安
國
之
を
叡
ず
」
　
と
云
は
ず
し
て
、
「
武
帝
取
り
て
視
し
む
」
　
と
云

ふ
は
、
此
れ
何
に
接
れ
る
や
。
惟
れ
　
「
孝
景
帝
の
時
、
魯
の
共
王
　
孔
子
の

く

ら

　

　

　

　

　

た

し

か

宅
を
墳
つ
」
と
云
ふ
は
、
漠
志
の
「
武
帝
末
」
の
三
字
に
較
べ
て
、
則
ち
確
甚

な
る
は
何
ぞ
や
。
魯
の
恭
王
は
孝
景
の
前
三
年
の
丁
亥
を
以
て
従
り
て
魯
に

王
と
な
り
、
徒
り
て
二
十
七
年
に
し
て
尭
ず
れ
ば
、
則
ち
亮
ぜ
し
と
き
は
武

ま
さ

帝
の
元
朔
元
年
の
突
丑
に
昔
た
る
。
武
帝
は
方
に
即
位
し
て
十
三
年
な
れ
ば
、

い
づ
く安
ん
ぞ
「
武
帝
末
」
と
云
ふ
を
得
ん
や
。
且
つ
恭
王
は
初
め
宮
室
を
治
む

る
を
好
み
L
も
、
季
年
に
は
音
〔
音
楽
〕
　
を
好
め
ば
、
則
ち
其
の
孔
子
の
宅

を
墳
ち
て
以
て
其
の
宮
を
廣
め
L
は
、
正
に
初
め
て
魯
に
王
た
る
と
き
の
事

ぜ

に
し
て
、
昔
に
　
「
孝
景
時
」
　
三
字
に
作
る
を
是
と
鳥
す
べ
し
。
愚
嘗
て
謂
へ

ら
く
、
侍
記
・
雑
説
は
往
往
に
し
て
史
文
の
誤
り
を
置
す
る
に
足
る
、
と
。

要
は
識
者
の
之
を
決
揮
す
る
に
在
る
の
み
。

又
按
ず
る
に
、
孔
壁
の
書
は
景
帝
の
初
に
出
で
、
而
し
て
武
帝
の
天
漠
の

ふ
こ

後
に
、
孔
安
國
始
め
て
戯
じ
、
巫
轟
倉
卒
の
難
に
遭
ひ
て
、
未
だ
施
行
す
る

に
及
ば
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
相
去
る
こ
と
巳
に
六
十
線
年
に
し
て
、
安
國
の

よ

は

ひ

　

　

　

ま

さ

壽
は
必
ず
且
に
高
か
ら
ん
と
す
。
孔
子
世
家
の
　
「
安
国
は
今
皇
帝
の
博
士

は
や

と
慮
り
、
臨
推
太
守
に
至
る
も
、
蚤
く
卒
す
」
　
を
考
ふ
る
に
及
べ
ば
、
則
ち

.
も
.
と

孔
壁
の
書
の
出
で
し
と
き
、
安
国
は
固
よ
り
未
だ
生
ま
れ
ざ
る
な
り
。
故
に

こ

と

ご

と

　

　

　

　

　

　

　

　

か

ヘ

　

　

　

　

　

　

　

ナ

た

大
序
に
も
亦
た
　
「
悉
く
書
を
以
て
孔
氏
に
還
す
。
科
斗
の
書
は
魔
れ
て
巳
に

お
も

久
し
く
、
時
人
能
く
知
る
者
無
し
」
　
と
云
ふ
。
愚
意
へ
ら
く
、
書
の
屋
壁

い
く
ば
く

中
に
蔵
せ
ら
る
る
は
幾
何
年
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
も
、
書
の
屋
壁
の
外
に
出

ほ
と

づ
る
や
、
又
た
幾
ん
ど
六
十
餞
年
な
り
。
孔
安
国
始
め
て
隷
古
の
字
を
以

て
欝
て
之
を
寓
措
き
津
則
ち
其
の
「
錯
乱
摩
滅
せ
る
こ
と
復
た
讐

べ
か
ら
ず
」
。
豊
に
特
に
泊
作
・
九
共
の
諸
篇
の
み
な
ら
ん
や
。
即
ち
安
國

云
ふ
所
の
「
知
る
べ
き
者
二
十
五
篇
」
も
、
亦
た
必
ず
や
字
歪
の
脱
誤
せ
る
、

文
勢
の
組
酷
せ
る
あ
ら
ん
。
而
る
に
　
(
古
文
尚
書
は
)
　
乃
ち
明
白
順
易
に
し

て
、
一
字
も
埋
骨
の
得
ざ
る
無
し
。
又
た
何
ぞ
呉
氏
・
朱
子
及
び
草
底
の
輩

の
切
切
然
　
〔
て
い
ね
い
〕
　
と
し
て
之
を
議
す
る
を
怪
し
ま
ん
や
。

188

①
同
郡
質
連
〒
1
-
『
後
漢
書
』
儒
林
侍
の
記
述
に
も
と
づ
く
。

②
東
晋
元
帝
時
1
-
梅
暁
が
古
文
尚
書
を
献
上
し
た
.
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
尚

書
正
義
』
舜
典
の
条
　
(
0
7
0
-
b
)
、
『
経
典
繹
文
』
叙
録
、
『
隋
書
』
経
籍

志
等
に
見
え
る
が
、
「
増
多
二
十
五
篇
」
　
に
は
言
及
し
な
い
。

③
劉
則
云
十
六
篇
逸
　
-
　
前
引
『
漢
書
』
楚
元
王
停
参
照
。
こ
れ
は
劉
款
の
語
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の
引
用
で
あ
る
。

④
安
国
所
云
-
-
『
偽
孔
安
國
侍
』
尚
書
序
。

甲
l
l
l
開
巻
第
一
「
両
漢
書
載
古
文
篇
敷
輿
今
異
」
は
、
梅
喧
献
上
の
古
文

尚
書
の
篇
数
が
両
『
漢
書
』
　
の
記
述
と
合
わ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
「
増
多

の
二
十
五
岩
、
其
の
文
辞
格
制
の
題
然
と
し
て
類
せ
ざ
る
を
論
ず
る
無
く
し

て
、
只
だ
比
の
篇
数
の
合
は
ざ
る
の
み
に
て
、
偽
な
る
こ
と
知
る
べ
し
」
　
と

結
論
づ
け
る
。

そ
し
て
補
説
で
、
「
侍
記
・
雑
説
は
往
往
に
し
て
史
文
の
誤
り
を
譚
す
る

に
足
る
。
要
は
識
者
の
之
を
決
揮
す
る
に
在
る
の
み
」
　
と
述
べ
、
検
証
の
資

料
と
し
て
の
　
「
侍
記
・
雑
説
」
　
の
重
要
性
を
指
摘
し
っ
つ
も
、
そ
の
真
偽
に

対
す
る
鑑
識
眼
の
高
さ
を
要
求
す
る
。
ま
た
　
「
何
ぞ
呉
氏
・
朱
子
及
び
草
底

の
輩
の
切
切
然
と
し
て
之
を
議
す
る
を
怪
し
ま
ん
や
」
　
と
述
べ
て
、
古
文
尚

よ
く

書
に
疑
義
を
呈
し
た
先
学
、
南
末
の
呉
械
・
朱
薫
、
元
の
呉
澄
の
存
在
に
言

及
し
て
い
る
。

第
一
　
両
漢
書
載
古
文
篇
教
典
今
異

漢
書
儒
林
侍
「
孔
氏
有
古
文
尚
書
、
孔
安
國
己
今
文
字
讃
之
、
因
己
起
其
家
逸
書
、
得

十
線
貨
。
蓋
尚
書
玄
多
於
是
央
」
、
重
文
志
　
「
古
文
尚
書
者
出
孔
子
壁
中
。
武
帝
末
、

魯
共
王
墳
孔
子
宅
、
得
古
文
尚
書
及
穏
記
論
語
孝
経
凡
数
十
篇
、
皆
古
宇
。
孔
安
國
者

孔
子
後
也
。
悉
得
其
書
、
以
考
二
十
九
篇
、
得
多
十
六
篇
。
安
國
献
之
、
遭
巫
昼
事
、

未
列
於
學
官
」
、
楚
元
王
停
r
魯
恭
王
墳
孔
子
宅
欲
百
島
宮
、
而
得
古
文
於
壊
壁
之
中
。

逸
穏
有
三
十
九
、
書
十
六
貨
。
天
漢
之
後
、
孔
安
國
厭
之
」
。
夫
一
則
日
　
「
得
多
十
六

篇
」
、
再
則
日
　
「
逸
書
十
六
篇
」
。
是
古
文
尚
書
篇
敷
之
見
於
西
漠
者
如
此
也
。
後
漢

書
杜
林
俸
「
林
前
於
西
州
得
漆
書
古
文
尚
書
一
巻
、
常
賛
愛
之
、
錐
遭
難
困
握
持
不
離

身
、
後
出
示
衛
宏
等
、
遂
行
於
世
」
。
同
郡
貿
達
鳥
之
作
訓
、
馬
融
・
鄭
康
成
之
倖
注

解
、
皆
是
物
也
。
夫
日
　
r
古
文
尚
書
一
巻
」
、
雌
不
言
篇
敷
、
然
馬
融
書
序
則
云
　
「
逸

十
六
貸
し
。
是
古
文
尚
書
篇
敷
之
見
於
東
漢
者
又
如
此
也
。
此
書
不
知
何
時
遂
亡
。
東

菅
元
帝
時
、
橡
章
内
史
梅
蹟
忽
上
古
文
尚
書
。
増
多
二
十
五
篇
、
無
論
其
文
辞
格
制
適

然
不
類
、
而
只
此
篇
敷
之
不
合
い
偽
可
知
夫
。

按
古
文
尚
書
安
多
十
六
篇
。
惟
論
衡
所
載
、
其
説
互
異
。
其
正
説
篇
云
　
「
孝
景
帝

時
、
魯
共
王
墳
孔
子
教
授
堂
以
焦
殿
、
得
百
篇
尚
書
於
糖
壁
中
。
武
帝
使
使
者
取

視
、
莫
龍
頭
者
。
遂
秘
於
中
、
外
不
得
見
。
至
孝
成
皇
帝
時
、
張
覇
償
造
百
両
之

貸
。
帝
出
秘
百
篇
以
校
之
」
。
愚
謂
、
成
帝
時
、
校
理
秘
書
正
劉
向
劉
欽
父
子
、
及

東
京
班
国
、
亦
典
其
職
。
宣
有
親
見
古
文
尚
書
百
篇
、
而
乃
云
爾
者
平
。
劉
則
云

「
十
六
篇
逸
」
、
班
則
云
　
「
得
多
十
六
篇
」
、
確
然
可
接
。
至
王
充
論
衡
、
戎
得
於

博
聞
。
博
聞
之
輿
親
見
、
固
難
並
論
也
。
且
云
　
「
武
帝
使
使
者
取
視
」
。
不
云
　
「
安

國
麒
之
」
、
而
云
　
「
武
帝
取
視
」
、
比
何
接
也
。
惟
云
　
「
孝
景
時
、
魯
共
王
墳
孔
子

宅
」
、
較
漢
志
　
「
武
帝
末
」
　
三
字
、
則
確
甚
何
也
。
魯
恭
王
百
孝
景
前
三
年
丁
亥
徒

王
魯
、
徒
二
十
七
年
亮
、
朋
美
曽
於
武
帝
元
朔
元
年
突
丑
。
武
帝
方
即
位
十
三
年
、

安
得
云
　
「
武
帝
末
」
　
平
。
且
恭
王
初
好
治
宮
室
、
季
年
好
音
、
則
其
墳
孔
子
宅
己

廣
其
宮
、
正
初
王
魯
之
事
、
昔
作
　
「
孝
景
時
」
　
三
宇
島
是
。
愚
嘗
謂
、
侍
記
雑
説

往
往
足
詑
史
文
之
誤
。
要
在
識
者
決
搾
之
耳
。

又
按
孔
壁
書
出
於
景
帝
初
、
而
武
帝
天
漢
後
、
孔
安
國
始
厭
、
遭
巫
痘
倉
卒
之
難
、

未
及
施
行
、
則
其
相
去
巳
六
十
絵
年
、
而
安
國
之
壽
必
且
高
夫
。
及
考
孔
子
世
家

「
安
國
烏
今
皇
帝
博
士
、
至
臨
推
太
守
、
蚤
卒
」
、
則
孔
壁
之
書
出
、
安
國
圃
未
生

也
。
故
大
序
亦
云
「
悉
以
書
還
孔
氏
。
科
斗
書
腰
巳
久
、
時
人
無
能
知
者
」
。
愚
意
、

書
蔵
屋
壁
中
不
知
幾
何
年
、
書
出
屋
壁
之
外
、
又
幾
六
十
線
年
。
孔
安
國
始
以
隷

古
宇
更
寓
之
、
則
其
錯
乱
摩
滅
、
弗
可
復
知
。
豊
特
泊
作
九
共
諸
篇
巳
也
。
即
安
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國
所
云
　
「
可
知
者
二
十
五
篇
」
、
亦
必
字
豊
脱
誤
、
文
勢
釦
齢
。
而
乃
明
白
順
易
、

無
一
字
理
会
不
得
。
又
何
怪
呉
氏
・
朱
子
及
草
旗
輩
切
切
然
議
之
故
。

第
二
　
古
文
は
西
晋
の
乱
に
亡
ぶ
、
故
に
以
て
晩
出
の
偽
を
記
す
る
無
しへ

だ

嘗
て
疑
ふ
ら
く
は
、
鄭
康
成
は
戯
帝
の
時
に
卒
し
、
東
音
の
元
帝
を
拒
つ
る

こ
と
尚
は
百
錬
年
な
れ
ば
、
古
文
尚
書
十
六
篇
の
亡
ぶ
る
は
、
昔
に
即
ち
此
の

百
年
中
に
亡
ぶ
べ
し
、
と
。
後
に
隋
書
経
籍
志
の
　
「
音
の
世
の
秘
府
に
存
す
る

所
に
は
古
文
尚
書
の
経
文
有
る
も
、
今
は
侍
ふ
る
者
有
る
無
し
。
永
嘉
の
乱
に

及
び
、
欧
陽
大
小
夏
侯
の
尚
書
は
並
び
に
亡
ぶ
。
済
南
の
伏
生
の
侍
は
、
唯
だ

劉
向
父
子
の
著
は
す
所
の
五
行
侍
の
み
、
是

其
の
本
法
な
る
も
、
両
も
又
た

承
戻
す
る
も
の
多
し
。
東
音
に
至
り
、
橡
章

侍
を
得
て
、
之
を
奏
す
」
　
と
あ
る
を
謹
み
、

康
成
の
注
せ
る
よ
り
後
、
侍
習
す
る
者
巳
に

璽予蒜聖

ぱ
い
さ
く

内
史
梅
瞳
、
始
め
て
安
国
の

然
る
後
に
、
古
文
尚
書
は
鄭

の
文
有
り
L
を
知
る
。
亦
た
猶
は
西
淡
の
時
、

な
る
も
、
両
も
往
往
秘
府
に
其

①安
國
は
止
だ
其
の
業
を
都
尉
朝

も

と

　

　

つ

ぷ

さ

・
司
馬
遷
の
数
人
は
侍
ふ
る
の
み
な
る
も
、
而
も
中
秘
の
古
文
は
固
よ
り
具
に

在
る
が
ご
と
き
な
り
。
故
に
嘗
て
之
が
説
を
焦
し
て
日
は
く
、
「
古
文
尚
書

あ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

ひ

甚
し
く
は
西
漠
に
顧
は
れ
ざ
る
も
、
而
も
卒
に
學
官
に
立
つ
を
得
た
る
は
劉
款

の
力
な
り
。
學
官
に
立
た
ず
と
雌
ど
も
l
、
而
も
卒
に
大
い
に
東
漠
に
顧
は
る
る

を
得
た
る
は
質
達
の
力
な
り
」
せ
。

.
b
と

安
國
の
初
め
て
壁
書
を
侍
ふ
る
に
昔
た
り
.
て
は
、
原
よ
り
未
だ
大
序
と
侍
と

を
有
せ
ず
。
馬
融
の
尚
書
序
の
謂
は
ゆ
る
「
適
十
六
篇
に
は
、
絶
え
て
師
説
領

し
」
　
走
れ
な
り
。
漢
室
中
興
す
る
に
及
び
、
衛
宏
訓
旨
を
前
に
著
は
し
、
質

蓮
古
文
同
異
を
後
に
撰
し
、
馬
融
侍
を
作
り
、
鄭
氏
注
を
作
り
、
而
し
て

お
も
や
う
や

孔
氏
一
家
の
學
は
突
然
た
り
。
意
は
ざ
り
き
、
鄭
氏
よ
り
し
て
後
、
寝
く
以
て

微
減
す
る
と
は
。
博
く
軍
書
を
極
め
し
王
粛
・
孫
炎
の
如
き
の
輩
と
錐
ど
も
、

し
ら
あ
る
す
で

其
の
撰
著
を
稽
ぶ
る
に
、
並
び
に
古
文
尚
書
無
し
。
蓋
い
は
其
の
時
巳
に
秘
府

と
ぢ
こ

に
錮
め
て
復
た
流
博
せ
ざ
る
か
。
何
ぞ
未
だ
之
に
及
ば
ざ
る
や
。
然
れ
ど
も
果

た
し
て
秘
府
に
其
の
書
有
れ
ば
、
猶
は
人
間
に
流
侍
す
る
を
得
ん
。
惟
だ
不
幸

に
し
て
永
嘉
の
喪
乱
に
、
経
籍
の
道
消
え
た
り
。
凡
そ
欧
陽
大
小
夏
侯
の
學
の

た
4
〃

l
は
ら

放
し
て
「
経
師
遮
ひ
に
相
講
授
す
」
と
鳥
す
者
も
、
巳
に
地
を
埼
ひ
て
餞
り
無

く
ら
し
。
又
た
何
ぞ
秘
府
に
滅
す
る
所
の
匝
匿
た
る
簡
冊
に
況
べ
ん
や
。
故
に
古
文

あ
あ
尚
書
の
亡
ぶ
る
は
、
賓
に
永
嘉
に
亡
ぶ
る
な
り
。
嗟
乎
、
嗟
乎
、
伏
生
の
口
よ

やり
出
で
し
者
、
秦
火
も
得
て
之
を
焚
か
ざ
る
に
、
孔
氏
の
壁
に
出
で
し
者
、
晋

の
乱
に
は
遂
に
得
て
之
を
滅
せ
り
。

予
又
た
恩
へ
ら
く
、
秘
府
に
果
た
し
て
其
の
書
を
存
す
れ
ば
、
世
に
侶
託
偽

く
ら
撰
の
徒
有
。
と
錐
ど
も
、
秘
書
を
出
だ
し
て
以
釈
之
を
校
ぶ
れ
ば
、
其
の
備
な

る
こ
と
以
て
立
ち
ど
こ
ろ
に
見
る
べ
し
、
と
。
成
帝
の
時
、
天
下
に
能
く
古
文

を
さ
も
と

學
を
鳥
む
る
も
の
を
徴
む
る
に
、
東
菜
の
張
覇
造
る
所
の
百
両
篇
を
以
て
應

く
ら
ず
る
も
、
帝
秘
書
を
以
て
之
を
校
べ
て
走
れ
を
非
と
し
、
遂
に
張
覇
を
更
に

た
て
ま
つ

下
せ
り
。
若
し
元
帝
の
時
、
秘
書
猶
は
存
す
る
者
有
れ
ば
、
則
ち
梅
瞳
上
る

所
の
侍
、
何
ぞ
立
ち
ど
こ
ろ
に
其
の
債
を
窮
む
る
を
難
し
と
せ
ん
や
。
惟
だ
秘

す
で
ほ
ろ
ち
り

府
は
既
巳
に
蕩
び
て
煙
と
焦
り
、
化
し
て
峡
と
鳥
れ
り
。
而
し
て
凡
そ
侍
記
に

引
く
所
の
書
の
語
の
、
諸
儒
並
び
に
指
し
て
逸
書
と
鳥
し
て
的
知
す
べ
か
ら
ざ

る
者
を
ば
、
此
の
書
は
皆
な
采
輯
綴
拾
し
、
以
て
謹
験
と
鳥
す
。
而
し
て
其
の

お
ほ
む
た
ぐ
ひ

言
は
率
ね
理
に
依
り
、
又
た
復
た
張
覇
の
偽
書
の
比
に
非
ず
。
世
に
劉
向
・
劉

款
・
貿
達
・
馬
融
の
輩
の
ご
と
き
鈍
識
の
も
の
無
く
ん
ば
、
安
ん
ぞ
余
然
と
し
て
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之
を
信
じ
て
以
て
眞
の
孔
壁
復
た
出
づ
と
焦
さ
ざ
る
を
得
ん
や
。

⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ざ
わ
ひ

按
ず
る
に
、
牛
弘
古
今
の
書
籍
の
　
厄
を
歴
陳
し
、
「
劉
・
石
の
礪
陵
し
、

京
華
の
覆
滅
す
」
　
る
を
以
て
書
の
四
厄
と
鳥
す
。
余
之
を
雨
音
に
徴
す
る

⑥

に
及
び
て
益
ま
す
合
す
。
秘
書
監
の
荷
風
は
、
普
代
に
蔵
す
る
所
の
書
目
凡

そ
二
萬
九
千
九
百
線
巻
を
録
し
、
中
経
簿
と
名
づ
く
。
今
は
復
た
侍
は
ら
ざ

る
も
、
隋
唐
の
時
に
は
尚
は
存
す
。
故
に
脛
籍
志
に
　
「
晋
の
秘
府
に
存
す
るやう

と
こ
ろ
に
、
古
文
尚
書
の
経
文
有
り
」
と
云
ふ
、
是
れ
な
り
。
元
帝
の
初
、
漸

く

ら

　

　

　

　

わ

づ

か

や
く
更
に
鳩
衆
し
、
著
作
郎
の
李
充
晶
の
蕃
簿
を
以
て
之
を
校
ぶ
る
に
、
才

に
十
の
一
な
る
の
み
。
古
文
尚
書
の
亡
ぶ
る
は
、
永
嘉
に
亡
ぶ
る
に
非
ず
した

て
何
ぞ
や
。
余
因
り
て
歎
ず
、
前
世
の
事
、
考
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
無
し
。
特

だ
學
者
の
書
を
観
る
こ
と
少
く
し
て
未
だ
見
ざ
る
の
み
、
と
。
王
鐙
の
言
は

は
と
ん
殆
ど
是
れ
を
謂
へ
る
か
。

た

て

ま

つ

　

こ

と

又
た
按
ず
る
に
、
東
晋
の
元
帝
の
時
、
梅
暗
書
を
上
　
る
者
、
草
底
の

言
、
賓
に
孔
穎
達
の
舜
典
疏
よ
り
来
た
り
、
経
籍
志
と
合
す
。
但
だ
穎
達
は

又
た
虞
書
の
下
に
晋
書
の
　
「
前
晋
、
其
の
書
を
奏
上
し
、
而
し
て
施
行
す
」

あ
や
ま
り

と
云
ふ
を
引
く
も
、
「
前
」
　
字
は
疑
ふ
ら
く
は
　
誤
な
ら
ん
。
然
ら
ざ
れ
ば

げ

ん

ぞ

ん

　

　

　

　

　

　

　

い

づ

く

前
晋
に
秘
書
見
存
す
れ
ば
、
偽
書
需
ん
ぞ
施
行
す
る
を
得
ん
や
。
且
つ
今

ま
さ

の
青
書
筍
松
侍
に
て
は
、
元
帝
践
辞
し
、
椿
は
太
常
に
轄
じ
、
時
に
方
に
學

校
を
修
め
、
博
士
を
置
き
、
尚
書
は
鄭
氏
一
人
、
古
文
尚
書
は
孔
氏
一
人
な

れ
ば
、
則
ち
孔
氏
の
立
つ
は
即
ち
斯
の
時
に
在
る
に
似
た
り
。
穎
達
の
引
く

所
の
晋
書
は
、
乃
ち
矧
の
一
本
な
ら
ん
も
、
今
は
考
ふ
べ
き
無
し
。

又
た
按
ず
る
に
、
孫
炎
、
字
は
叔
然
、
欒
安
の
人
。
三
国
志
王
粛
侍
に
其

の
「
學
を
鄭
玄
の
門
人
に
受
く
」
る
を
稀
す
れ
墾
蓋
し
弟
子
の
再
侍
な
る

な

者
、
粛
と
同
時
に
し
て
、
走
れ
魂
人
魚
ら
ん
。
顔
之
推
以
て
漠
末
の
人
と
烏

す
は
非
な
り
。

①
安
国
止
侍
其
業
-
-
『
漢
書
』
儒
林
侍
の
記
述
に
も
と
づ
く
。

②
衛
宏
著
訓
旨
於
前
ト
『
後
漢
書
』
衛
宏
侍
。

③
質
達
撰
古
文
　
-
　
『
後
漢
書
』
儒
林
侍
の
記
述
に
も
と
づ
く
。

④
成
帝
時
　
-
　
『
漢
書
』
儒
林
侍
の
記
述
に
も
と
づ
く
。

⑤
按
牛
弘
歴
陳
　
-
　
『
隋
書
』
牛
弘
侍
。

⑥
秘
書
監
筍
夙
　
-
　
『
隋
書
』
経
籍
志
の
記
述
に
も
と
づ
く
。

⑦
孫
炎
　
-
　
こ
れ
は
本
文
　
「
維
博
極
軍
書
如
王
粛
孫
炎
輩
」
　
の
補
説
と
し
て
追

加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑧
顔
之
推
-
『
顔
氏
家
訓
』
音
辟
篇
。

閻
T
-
本
条
は
、
「
伏
生
の
口
よ
。
出
で
し
者
、
秦
火
も
得
て
之
を
斯
か
ざ

る
に
、
孔
氏
の
壁
に
出
で
し
者
、
晋
の
乱
に
は
遂
に
得
て
之
を
滅
せ
り
」
　
と

述
べ
て
、
永
嘉
の
乱
に
よ
る
書
籍
の
滅
亡
の
多
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

た

ま
た
　
「
余
因
り
て
歎
ず
、
前
世
の
事
、
考
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
無
し
。
特
だ

學
者
の
書
を
観
る
こ
と
少
く
し
て
未
だ
見
ざ
る
の
み
」
　
と
い
う
言
葉
に
、
闇

若
頭
自
身
の
博
覧
へ
の
自
負
心
が
伺
え
る
よ
う
で
あ
る
。
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第
二
　
古
文
亡
於
西
音
乱
故
無
以
琵
晩
出
之
鶴

首
疑
鄭
康
成
卒
於
厭
帝
時
、
距
東
曹
元
帝
尚
百
線
年
、
古
文
尚
書
十
六
篇
之
亡
、
富
即

亡
於
此
百
年
中
。
後
説
晴
書
経
籍
志
　
「
曹
世
秘
府
所
存
有
古
文
尚
書
経
文
、
今
無
有
侍

者
。
及
永
嘉
之
乱
、
欧
陽
大
小
夏
侯
尚
書
並
亡
。
済
南
伏
生
之
侍
、
唯
劉
向
父
子
所
著

五
行
侍
、
是
其
本
法
、
而
又
多
承
戻
。
至
東
晋
、
授
章
内
史
梅
頗
始
得
安
國
之
侍
、
奏

之
」
、
予
然
後
知
、
古
文
尚
書
自
鄭
康
成
注
後
、
侍
習
者
巳
希
、
而
往
往
秘
府
有
其
文
。
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亦
猶
西
漠
時
、
安
國
止
侍
其
業
於
都
尉
朝
司
馬
遷
数
人
、
雨
中
秘
之
古
文
固
具
在
也
。

故
嘗
鳥
之
説
日
　
「
古
文
尚
書
不
甚
顆
於
西
漠
、
而
卒
得
立
於
學
官
者
、
劉
欺
之
力
也
。

錐
不
立
於
學
官
、
而
卒
得
大
顛
於
東
漠
者
、
賃
達
之
力
也
」
。
営
安
國
之
初
、
侍
壁
書

也
、
原
未
有
大
序
典
侍
。
馬
融
尚
書
序
所
謂
　
「
逸
十
六
篇
絶
無
師
説
」
　
是
。
及
漢
宝
中

興
、
衛
宏
著
訓
旨
於
前
、
買
達
撰
古
文
同
異
於
後
、
馬
融
作
侍
、
鄭
氏
作
注
、
而
孔
氏

一
家
之
學
突
然
臭
。
不
意
鄭
氏
而
後
寝
以
微
減
。
錐
博
極
軍
書
如
王
粛
孫
炎
輩
、
稽
其

撰
著
、
並
無
古
文
尚
書
。
山
豆
共
時
巳
錮
於
秘
府
而
不
復
流
侍
耶
、
何
未
之
及
也
。
然
果

秘
府
有
其
書
、
猶
得
流
侍
於
人
間
。
惟
不
幸
而
永
嘉
喪
乱
、
経
籍
道
消
。
凡
欧
陽
大
小

夏
侯
學
競
馬
r
脛
師
邁
相
講
授
」
者
、
巳
培
地
無
線
。
又
何
況
秘
府
所
蔵
匿
匿
簡
冊
耶
。

故
古
文
尚
書
之
亡
、
賞
亡
於
永
嘉
。
嗟
平
、
嗟
平
、
出
於
伏
生
之
口
者
、
秦
火
不
得
而

焚
之
、
田
於
孔
氏
之
壁
者
、
菅
乱
遂
得
而
滅
之
臭
。
予
又
思
、
秘
府
異
存
其
書
、
経
世

有
償
託
償
撰
之
徒
、
出
秘
書
以
校
之
、
其
償
可
以
立
見
。
成
帝
時
、
徴
天
下
能
鳥
古
文

學
、
東
菜
張
宗
以
所
造
百
両
篇
應
、
帝
以
秘
書
校
之
非
是
、
遂
下
張
覇
於
吏
。
若
元
帝

時
、
秘
書
猶
有
存
者
、
則
梅
臨
所
上
之
侍
、
何
難
立
窮
共
鳴
哉
。
惟
秘
府
既
巳
蕩
而
烏

煙
、
化
両
島
填
臭
。
而
凡
侍
記
所
引
書
語
、
諸
儒
並
指
鳥
逸
書
不
可
的
知
者
、
此
書
皆

采
輯
綴
拾
以
鳥
澄
験
。
而
其
言
率
依
於
理
、
又
非
復
張
需
偽
書
之
比
。
世
無
劉
向
劉
駄

賃
蓮
馬
融
輩
之
矩
識
、
安
得
不
翁
然
信
之
以
烏
眞
孔
壁
復
出
故
。

按
牛
弘
歴
陳
古
今
書
籍
之
厄
、
以
　
「
劉
石
礪
陵
、
京
華
覆
滅
」
　
鳥
書
之
四
厄
。
及

余
徴
之
雨
音
益
合
。
秘
書
監
筍
易
録
普
代
所
蔵
書
目
凡
二
萬
九
千
九
百
絵
巻
、
名

l

中
経
簿
。
今
不
復
侍
、
隋
唐
時
尚
存
。
故
経
籍
志
云
　
「
音
秘
府
存
有
古
文
尚
書
経

文
」
是
也
。
元
帝
之
初
、
漸
更
鳩
衆
、
著
作
郎
李
充
以
易
者
簿
校
之
、
才
十
之
一

耳
。
古
文
尚
書
之
亡
、
非
亡
於
永
嘉
而
何
哉
。
余
因
歎
、
前
世
之
事
無
不
可
考
者
、

特
學
者
観
書
少
、
而
未
見
耳
。
王
鐙
之
言
殆
謂
是
輿
。

又
按
東
音
元
帝
時
、
梅
琉
上
書
者
、
草
康
之
言
、
賓
従
孔
穎
達
舜
典
疏
水
、
輿
経

籍
志
合
。
但
穎
達
又
於
虞
書
下
引
曹
書
云
　
「
前
曹
奏
上
其
書
而
施
行
焉
」
、
前
字
疑

請
。
不
然
前
官
秘
書
見
存
、
偽
書
宵
得
施
行
耶
。
且
今
昔
書
有
権
侍
、
元
帝
践
辞
、

払
特
大
常
、
時
方
修
學
校
、
置
博
士
、
尚
書
鄭
氏
一
人
、
古
文
尚
書
孔
氏
一
人
、

則
孔
氏
之
立
似
即
在
斯
時
。
穎
達
所
引
音
書
乃
別
一
本
、
今
無
可
考

又
按
孫
炎
字
叔
然
、
欒
安
人
。
三
園
志
王
粛
侍
稀
其
　
「
受
學
鄭
玄
之
門
人
」
、
蓋
弟

子
再
俸
者
、
輿
粛
同
時
、
是
鳥
貌
人
。
顔
之
推
以
烏
漢
末
人
非
。

第
三
　
鄭
康
成
の
註
す
る
古
文
の
篇
名
は
今
と
異
な
り

も

と

よ

り

　

　

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

尚
書
百
篇
の
序
は
原
自
一
篇
焦
り
て
、
各
篇
の
首
に
分
け
て
寅
か
ず
。
其
の

各
篇
の
首
に
分
け
て
直
く
は
、
孔
安
國
侍
よ
り
始
ま
る
な
り
。
鄭
康
成
の
註
す

お

の

づ

か

　

　

た

る
書
序
は
尚
は
自
ら
一
篇
焦
り
て
、
唐
の
世
に
は
尚
は
存
せ
り
。
孔
穎
達
の

つ

ぷ

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

る

か

尚
書
疏
に
は
備
に
之
を
戴
す
る
に
、
云
ふ
所
の
尚
書
の
亡
逸
の
篇
敦
は
、
適
に

孔
侍
と
合
は
ず
。
孔
は
則
ち
伏
生
に
増
多
す
る
者
、
二
十
五
篇
、
鄭
は
則
ち
伏

生
に
増
多
す
る
者
、
十
六
篇
な
り
。

二
十
五
篇
な
る
者
は
、
即
ち
今
の
世
に
行
は
る
る
所
の
大
南
謙
一
、
玉
子
之

歌
二
、
胤
征
三
、
仲
旭
之
詩
四
、
湯
詰
五
、
伊
訓
六
、
太
甲
の
三
篇
九
、
成
有

一
徳
十
、
説
命
の
三
篇
十
三
、
泰
誓
の
三
篇
十
六
、
武
成
十
七
、
旅
契
十
八
、

微
子
之
命
十
九
、
察
仲
之
命
二
十
、
周
官
二
十
一
、
君
陳
二
十
二
、
畢
命
二
十

三
、
君
牙
二
十
四
、
間
命
二
十
五
、
走
れ
な
り
。

十
六
篇
な
る
者
は
、
即
ち
永
嘉
の
時
に
亡
失
す
る
所
の
舜
典
一
、
泊
作
二
、

九
共
の
九
篇
三
、
大
高
謹
四
、
益
穫
五
、
五
子
之
歌
六
、
胤
征
七
、
典
賛
八
、

一
湯
話
九
、
成
有
一
徳
十
、
伊
訓
十
一
、
璋
命
十
二
、
原
命
十
三
、
武
成
十
四
、
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旅
契
十
五
、
間
命
十
六
、
是
れ
な
り
。
十
六
岩
を
ば
、
亦
た
二
十
四
篇
と
名
づ

わ
か

く
る
は
、
蓋
し
九
共
は
乃
ち
九
篇
な
れ
ば
、
其
の
篇
を
析
ち
て
之
を
数
ふ
、
故

に
二
十
四
篇
と
日
ふ
な
り
。

鄭
の
註
す
る
所
の
古
文
の
篇
数
は
、
上
は
馬
融
と
合
し
、
又
た
上
は
質
達
と

合
し
、
取
た
上
は
劉
款
と
合
す
。
款
は
嘗
て
秘
書
を
校
し
、
古
文
十
六
篇
を
得

た
り
。
民
間
に
侍
問
す
る
に
、
則
ち
安
國
の
再
侍
の
弟
子
た
る
膠
東
の
庸
生
な

②

る
者
有
り
て
、
學
は
此
と
同
じ
き
な
り
。
達
の
父
の
徴
は
、
寮
に
安
國
の
六
侍

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

は

の
弟
子
焦
り
。
蓮
は
父
の
業
を
受
け
て
致
し
ば
帝
の
篤
め
に
古
文
尚
書
と
経
侍

・
爾
雅
の
詰
訓
と
相
應
ず
る
を
言
ひ
、
故
に
古
文
遂
に
行
は
る
。
此
れ
皆
な
載

せ
て
史
冊
に
在
り
て
、
確
然
と
し
て
信
ず
べ
き
者
な
り
。

孔
穎
達
は
漢
儒
授
受
の
古
文
を
信
ぜ
ず
し
て
、
晩
音
突
出
の
古
文
を
信
ず
。

且
つ
舜
典
・
渦
作
・
九
共
の
二
十
四
篇
を
以
て
張
覇
の
徒
の
偽
造
す
る
所
と
焦
す

.
も
と

は
、
張
覇
の
偽
造
す
る
所
は
乃
ち
百
両
篇
に
し
て
、
昔
時
に
在
り
て
も
固
よ
り

お
こ
な

未
だ
嘗
て
其
の
欺
を
告
は
ざ
り
L
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
百
両
篇
は
重
文
志
に

見
え
ず
、
而
し
て
止
だ
儒
林
博
に
附
見
す
る
の
み
。
侍
に
云
ふ
「
文
意
は
浅
階
、

く
ら

篇
或
は
敷
簡
。
帝
中
書
を
以
て
之
を
校
べ
て
走
れ
を
非
と
す
。
覇
は
、
父
よ

こ
と
は
り

り
受
け
、
父
に
弟
子
の
焚
並
有
り
と
辞
し
、
詔
し
て
其
の
書
を
存
す
。
後
に

し

り

ぞ

　

　

　

　

な

ん

焚
並
の
謀
反
す
る
に
及
び
、
廼
ち
卒
に
之
を
拙
く
」
　
と
。
曾
ぞ
馬
融
・
鄭
康
成

お

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

つ

の
諸
大
儒
に
し
て
比
等
の
偽
書
を
信
ず
と
謂
へ
る
や
。
大
抵
孔
穎
達
は
脛
を
纂

た

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

　

　

　

　

　

　

　

し

た

が

め
侍
を
巽
く
る
こ
と
、
功
無
し
と
篤
さ
ず
。
而
る
に
第
だ
一
説
に
曲
げ
て
狗
ひ
、

た

敢
へ
て
他
に
従
ふ
美
し
。
毛
詩
・
戴
記
の
如
き
は
、
則
ち
惟
だ
鄭
義
を
の
み
之

ぜ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

り

ぞ

れ
是
と
し
て
従
ひ
、
尚
書
に
至
り
て
は
、
則
ち
又
た
鄭
を
別
け
て
孔
に
従
ふ
。

あ

つ

　

　

　

　

　

つ

く

　

　

　

　

　

い

ち

ぜ

是
れ
皆
な
唐
人
の
、
章
句
を
拝
め
て
義
疏
を
慮
り
、
定
め
て
一
是
と
鳥
さ
ん
と

あ
あ

欲
す
る
者
の
契
な
り
。
噴
、
執
れ
か
比
の
一
是
な
る
者
、
寛
に
未
だ
嘗
て
是
な

ら
ざ
る
を
知
ら
ん
や
。

按
ず
る
に
鄭
康
成
書
序
に
註
す
る
に
、
今
の
安
國
侍
に
見
存
す
る
所
の

者
、
仲
旭
之
話
・
太
甲
三
篇
・
説
命
三
篇
・
微
子
之
命
・
察
仲
之
命
・
周
官
・
君
陳

・
畢
命
・
君
牙
の
十
三
篇
に
於
い
て
、
皆
な
註
に
　
「
亡
」
　
と
日
ふ
。
今
の
安
國

侍
に
絶
え
て
無
き
所
の
者
、
泊
作
・
九
共
九
篇
・
典
賛
・
璋
命
・
原
命
の
十
三
篇

も

　

　

　

　

　

た

だ

に
於
い
て
は
、
皆
な
註
に
「
逸
」
と
日
ふ
。
特
に
此
れ
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
。

又
た
安
國
侍
の
分
出
す
る
所
の
舜
典
・
益
稜
の
二
篇
に
於
い
て
は
、
皆
な
註

た
だ

に
　
「
逸
」
　
と
日
ふ
。
是
れ
孔
・
鄭
の
古
文
は
、
濁
に
篇
名
の
合
は
ざ
る
者
の

た
ま

み
な
ら
ず
、
其
の
文
辞
も
得
て
同
じ
く
す
べ
か
ら
ず
。
即
ち
篇
名
の
適
た
ま

相
符
合
す
る
者
も
、
其
の
文
辞
は
亦
た
豊
に
得
て
悉
く
同
じ
か
ら
ん
や
。
然

ら
ば
則
ち
授
章
晩
出
の
書
は
、
名
づ
け
て
鄭
沖
に
源
流
を
鳥
す
と
錐
も
、
正

た

に
未
だ
必
ず
し
も
孔
壁
の
啓
物
烏
ら
ず
と
云
ふ
。

又
た
按
ず
る
に
、
孔
・
鄭
の
古
文
既
に
此
の
如
く
其
れ
承
具
せ
る
に
、
乃

ち
説
く
者
、
必
ず
梅
の
献
ず
る
所
の
孔
を
信
じ
て
、
鄭
の
受
く
る
所
の
孔
を

信
ぜ
ざ
ら
ん
と
欲
し
、
遂
に
鄭
の
受
く
る
所
の
孔
を
以
て
張
覇
の
徒
の
偽
撰

③

と
烏
す
。
今
張
覇
の
書
は
巳
に
停
は
ら
ざ
る
も
、
而
も
王
充
の
論
衡
に
引

く
所
に
見
ゆ
る
者
に
、
尚
は
数
語
有
り
て
、
「
伊
夢
死
し
て
大
霧
あ
る
こ
と

三
日
」
　
と
日
ふ
。
此
れ
何
等
の
語
に
し
て
、
馬
・
鄭
諸
儒
を
し
て
見
し
む
ぺた

け
ん
や
。
偽
泰
誓
の
三
篇
は
、
世
を
歴
る
こ
と
既
に
久
し
き
も
、
馬
融
尚
ほ
起

ご

と

　

　

　

は

じ

め

ち
て
其
の
非
を
研
ず
。
張
覇
の
百
両
篇
の
若
き
は
、
甫
て
出
で
て
、
即
ち

あ
き
ら

敗
れ
し
こ
と
、
巳
に
人
の
耳
目
に
著
か
な
る
者
な
り
。
王
充
の
浅
識
な
る

193

も
、
亦
た
未
だ
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
に
、

王
充
の
下
に
出
で
ん
や
。
頑
。
ば
則
ち
泊
作

と

孔
壁
に
得
る
も
の
に
て
、
「
左
氏
よ
り
采
り
、

か
へ
つ

而
も
馬
・
鄭
諸
儒
の
識
顧
て

九
共
二
十
四
篇
は
必
ず
之
を

書
敦
を
按
ず
」
　
る
者
の
能
く
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作
る
所
に
は
非
ざ
る
な
り
。

又
た
按
ず
る
に
、
隋
書
経
籍
志
に
　
「
尚
書
逸
篇
二
審
有
り
。
脊
梁
の
問
に

出
づ
。
其
の
篇
目
を
考
ふ
る
に
、
孔
壁
中
書
の
残
映
な
る
者
に
似
た
り
。
故

に
尚
書
の
末
に
附
す
」
　
と
云
ふ
も
、
今
は
亦
た
侍
は
ら
ず
。
但
だ
其
の
岩
月

は
走
れ
渦
作
・
九
共
等
な
る
べ
き
か
否
か
を
知
ら
ず
。
果
た
し
て
是
れ
拍
作
・

九
共
等
な
れ
ば
、
必
ず
や
音
乱
の
録
の
彫
磨
零
落
し
、
尚
は
什
に
其
の
一
・

ま
さ

二
を
人
間
に
存
す
る
者
な
ら
ん
。
其
の
時
に
普
た
り
て
、
孔
借
方
に
盛
行
し
、

而
し
て
世
に
又
た
好
古
の
士
の
能
く
康
成
註
す
る
所
の
逸
篇
の
数
を
取
り
て

以
て
一
一
校
封
し
、
康
成
の
言
を
し
て
信
ず
べ
L
と
鳥
さ
し
む
る
無
く
、
而

つ
ひ

し
て
意
に
復
眈
隻
字
の
存
す
る
も
の
有
ら
ざ
る
は
、
惜
い
か
な
。
然
ら
ざ
れ

ば
則
ち
是
れ
脊
梁
の
間
の
事
を
好
む
者
之
を
烏
る
な
り
。
尚
書
五
十
八
篇

一
じ
と

に
は
、
原
よ
り
嘉
禾
篇
無
し
。
而
る
に
王
弄
侍
に
書
の
逸
嘉
禾
篇
の
　
「
周
公の
ぞ

芭
を
奉
じ
て
昨
階
に
立
ち
、
延
き
て
登
る
。
質
に
日
は
く
、
侶
王
政
に
荏

み
、
勤
め
て
天
下
を
和
せ
よ
」
　
と
日
ふ
を
引
く
こ
と
有
る
は
、
此
れ
必
ず
王

葬
の
時
に
偽
作
す
る
所
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
漢
人
は
災
異
を
尚
ぶ
、
故
に

張
覇
の
書
に
　
「
伊
芦
死
し
て
大
霧
あ
る
こ
と
三
日
」
　
の
説
有
り
。
王
葬
は
居

掻
せ
ん
と
欲
す
、
故
に
畢
臣
の
奏
に
　
「
周
公
偶
王
と
盛
る
」
　
の
説
有
り
。

蓋
し
偽
書
を
作
る
者
、
其
の
時
の
尚
ぶ
所
に
因
れ
る
も
の
多
き
か
。
文
辞
格

制
も
、
亦
た
時
代
に
限
ら
る
。
力
を
極
め
て
洗
刷
し
出
脱
す
と
錐
ど
も
、
終

に
其
の
本
色
を
離
る
る
能
は
ず
。
此
れ
亦
た
以
て
類
推
す
べ
き
な
り
。

又
た
按
ず
る
に
、
新
唐
書
峯
文
志
に
　
「
尚
書
逸
篇
三
巻
」
有
り
て
、
晋
の

徐
週
の
注
と
鳥
せ
ば
、
宋
初
に
は
猶
は
存
せ
り
。
李
坊
等
太
平
御
覚
を
修

t
`

め
し
と
き
、
曾
て
之
を
引
用
す
。
余
響
其
の
四
條
を
見
る
に

條
は
重
出
す
。
其
の
三
債
に
云
ふ
、
「
轟
の
子
は
不
肖
な
れ
ば
、

其
の
一

舜
　
丹
淵

に
居
り
て
諸
侯
雪
し
む
、
故
に
警
て
丹
嘩
日
ふ
」
、
又
た
「
脚
呼
、

七
世
の
廟
は
以
て
徳
を
観
る
べ
し
」
、
又
た
　
「
大
社
は
惟
れ
松
、
東
社
は
惟

れ
柏
、
南
社
は
惟
れ
梓
、
西
社
は
惟
れ
栗
、
北
社
は
惟
れ
挽
。
天
子
の
社
は

廣
さ
五
丈
、
諸
侯
は
之
を
半
ば
に
す
」
と
あ
り
。
余
窺
か
に
謂
へ
ら
く
、
「
桑

の
子
は
不
肖
な
れ
ば
、
舜
丹
淵
に
居
ら
し
む
云
云
」
　
は
、
即
ち
漢
書
律
歴

志
の
　
「
尭
　
天
下
を
虞
に
譲
り
、
子
の
朱
を
し
て
丹
淵
に
慮
り
て
諸
侯
鳥
ら

し
鞄
」
に
本
づ
く
。
「
鳴
呼
、
七
世
の
廟
は
以
て
徳
を
観
る
べ
し
」
は
、
即

ち
呂
氏
春
秋
に
引
け
る
商
書
に
　
「
五
世
の
廟
は
、
以
て
怪
を
観
る
べ
し
」
　
と

カ

日
ふ
を
用
ひ
、
而
し
て
「
五
」
を
易
へ
て
「
七
」
と
鳥
し
、
「
怪
」
を
「
撃

と
焦
す
は
、
亦
た
孔
侍
に
同
じ
。
「
大
社
は
惟
れ
松
云
云
」
　
は
、
即
ち
白
虎

通
徳
論
に
引
け
る
尚
書
に
　
「
太
社
は
惟
れ
松
」
　
と
日
へ
る
五
句
を
用
ひ
、
而

し
て
下
「
天
子
の
社
は
廉
さ
五
丈
」
に
連
ぬ
る
は
、
乃
ち
別
に
「
春
秋
文
義
」

カ

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

こ

と

に
出
づ
。
見
る
所
此
の
如
き
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
見
ざ
る
所
の
者
は
、
諒

に
亦
た
博
合
多
き
こ
と
知
る
べ
し
。
余
故
に
日
は
く
、
此
れ
賓
梁
の
間
の
事

を
好
む
者
　
之
を
烏
る
な
り
、
と
。
而
し
て
又
た
菅
の
儒
者
徐
適
の
注
に
偏

託
し
て
、
以
て
自
ら
重
く
す
。
鳴
呼
、
事
は
古
を
好
む
よ
り
大
な
る
は
莫
く
、

⑪

學
は
詔
を
正
す
よ
り
善
き
は
美
し
。
韓
昌
黎
古
書
の
正
偽
を
識
る
を
以
て
、

年
の
進
む
と
烏
せ
る
は
、
豊
に
我
を
欺
か
ん
や
。

又
た
按
ず
る
に
、
伏
生
勝
の
尚
書
大
侍
三
春
、
鄭
康
成
の
註
馳
る
者
も
、

今
は
亦
た
侍
は
ら
ず
、
僅
か
に
他
事
に
散
見
す
る
の
み
。
宋
の
王
伯
厚
の
困

學
紀
聞
に
云
ふ
、
「
虞
侍
に
九
共
篇
有
り
。
引
け
る
書
に
日
は
く
、
『
予
下

お
ご

士
を
群
じ
、
民
を
し
て
平
平
た
ら
し
め
、
民
を
し
て
倣
る
無
か
ら
し
む
』
と
。

股
侍
に
帝
告
篇
有
り
。
引
け
る
書
に
日
は
く
、
『
章
を
施
し
乃
ち
服
し
、
上

あ
る

下
を
明
ら
か
に
す
』
と
。
蓋
い
は
伏
生
も
亦
た
古
文
逸
篇
を
見
た
る
か
」
と
。
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余
謂
へ
ら
く
、
王
氏
の
説
は
非
な
り
。
壁
中
の
逸
書
に
は
九
共
有
れ
ど
も
帝

た

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

さ

告
無
し
。
樅
使
ひ
伏
生
見
る
に
及
ぶ
も
、
亦
た
應
に
　
「
章
を
施
し
乃
ち
服

お
も

し
、
上
下
を
明
ら
か
に
す
」
　
の
一
語
有
る
べ
か
ら
ず
。
鏑
か
に
意
へ
ら
く
、

伏
生
は
正
記
の
二
十
八
岩
の
外
に
、
又
た
残
章
剰
句
、
未
だ
遣
忘
を
表
さ
ざ

こ
れ

る
者
有
れ
ば
、
諸
を
其
の
徒
に
口
授
す
。
而
し
て
勝
の
殺
す
る
の
後
、
其
の

ー

徒
の
張
生
・
欧
陽
生
は
各
お
の
聴
く
所
を
雑
記
し
、
以
て
斯
の
侍
を
纂
成
せ

も
と

る
な
り
。
然
ら
ざ
れ
ば
鄭
康
成
は
固
よ
り
九
共
の
逸
書
を
見
た
る
者
な
り
。

な
ん

苛
く
も
眞
出
の
九
共
に
非
ざ
れ
ば
、
康
成
需
ぞ
之
が
篤
め
に
註
を
作
ら
ん
や
。

し
か

但
だ
又
た
　
「
引
け
る
盤
庚
に
日
は
く
、
若
く
徳
明
ら
か
な
る
か
な
。
湯
任
父こ

の
言
、
卑
應
の
言
」
、
又
た
「
引
け
る
酒
話
に
日
は
く
、
王
日
は
く
、
封
よ
。
唯

あ
る

れ
宗
に
圭
壁
あ
り
と
は
、
皆
な
古
文
に
無
き
所
な
り
」
と
。
喝
い
は
今
文

に
濁
り
有
る
の
み
な
る
か
、
今
は
考
ふ
べ
き
無
し
。
然
れ
ど
も
劉
向
は
中
の

古
文
を
以
て
、
侍
ふ
る
所
の
今
文
を
校
ぶ
る
に
、
酒
語
に
は
脱
筒
の
一
有
り
。

ま
こ
と
諒
に
業
と
し
て
補
正
を
鳥
し
た
る
も
、
未
だ
酒
話
に
復
た
増
文
有
る
を
聞

か
ざ
る
な
り
。
疑
ふ
ら
く
は
或
は
後
人
の
博
合
に
出
で
し
も
の
に
て
、
未
だ

い
ち
い
ち
こ
れ

必
ず
し
も
一
一
諸
を
伏
生
に
受
け
ず
と
云
ふ
。

又
た
按
ず
る
に
、
今
の
汲
家
周
書
を
ば
、
漢
志
は
正
に
「
周
書
」
と
名
づ
け
、

班
国
は
以
て
　
「
周
史
記
」
　
と
焦
し
、
顔
師
古
は
　
「
蓋
し
孔
子
論
ず
る
所
の
百

篇
の
徐
な
ら
ん
」
　
と
云
ふ
。
六
朝
の
人
も
亦
た
之
を
　
「
尚
書
逸
篇
」
　
と
謂
ふ

こ
と
、
南
史
劉
顆
侍
を
観
れ
ば
見
る
べ
し
。
侍
に
云
ふ
、
「
任
坊
嘗
て
一

篇
の
映
簡
を
得
た
る
に
、
文
字
は
零
落
し
、
諸
人
に
能
く
識
る
者
無
し
。
顆

一
見
し
て
日
は
く
、
走
れ
古
文
尚
書
倒
る
所
の
逸
篇
な
り
、
.
と
。
肪
周
書

を
検
す
る
に
、
果
た
し
て
其
の
説
の
如
し
」
　
と
。

①
博
聞
民
間
～
1
『
漢
書
』
楚
元
王
侍
の
語
。

②
達
父
徽
～
-
-
『
後
漢
書
』
質
蓮
侍
に
も
と
づ
く
。

③
王
充
論
衡
-
-
『
論
衡
』
感
類
第
。

④
采
左
氏
按
書
放
-
-
『
漢
書
』
儒
林
侍
の
語
。

⑤
脊
梁
間
好
事
者
鳥
之
也
　
-
　
本
条
の
補
説
で
も
繰
り
返
す
よ
う
に
、
閤
氏
は

『
備
孔
安
國
侍
』
を
　
「
脊
梁
の
間
の
事
を
好
む
者
之
を
慮
る
な
り
」
　
と

見
な
し
て
い
る
。

⑥
亮
子
不
肖
　
-
　
『
太
平
御
覧
』
巻
六
十
三
「
丹
水
」
の
条
、
ま
た
巻
七
十
「
淵
」

の
条
。

⑦
鳴
呼
　
-
　
『
太
平
御
覧
』
巻
五
百
三
十
一
「
宗
廟
」
　
の
条
。

⑧
大
社
惟
松
　
-
　
『
太
平
御
覧
』
巻
五
百
三
十
二
　
「
社
稜
」
′
の
条
。

⑨
呂
氏
春
秋
-
-
『
呂
氏
春
秋
』
有
始
覧
・
諭
大
篇
。

⑩
白
虎
通
徳
論
-
-
-
『
白
虎
通
義
』
社
稜
篇
。
な
お
　
「
尚
書
」
　
は
『
尚
書
』
逸

篇
で
あ
る
。

⑪
韓
昌
黎
　
-
　
韓
愈
　
「
答
李
瑚
書
」
。

⑫
宋
王
伯
厚
困
學
紀
聞
1
1
王
應
麟
『
困
學
紀
聞
』
巻
二
。
ま
た
王
應
麟
『
玉

海
』
巻
三
十
七
に
も
同
様
の
指
摘
が
見
え
る
。

⑬
然
劉
向
以
中
古
文
校
所
侍
今
文
-
-
『
漢
書
』
重
文
志
に
も
と
づ
く
。

閣
胤
T
-
孔
穎
達
『
尚
書
正
義
』
を
「
経
を
封
め
博
を
酢
く
る
こ
と
、
功
無
し

た

と
焦
さ
ず
」
　
と
し
て
一
定
の
評
価
を
与
え
つ
つ
も
、
「
而
る
に
第
だ
一
説
に

し
た
が

曲
げ
て
狗
ひ
、
敢
へ
て
他
に
従
ふ
莫
し
」
　
と
述
べ
る
の
は
、
後
に
『
五
経
正

義
』
　
の
欠
点
　
「
曲
狗
注
文
」
　
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
の
先
距
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
蓋
し
偽
書
を
作
る
者
、
其
の
時
の
尚
ぶ
所
に
因
れ
る
も
の
多
き
か
。

文
辞
格
制
も
、
亦
た
時
代
に
限
ら
る
。
力
を
極
め
て
洗
刷
し
出
脱
す
と
錐
ど
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も
、
終
に
其
の
本
色
を
離
る
る
能
は
ず
。
此
れ
亦
た
以
て
類
推
す
べ
き
な
り
」

と
い
う
指
摘
は
、
古
典
の
成
書
年
代
を
決
定
す
る
基
準
の
一
つ
と
な
り
得
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
来
貢
が
　
「
伏
生
書
多
難
漉
難
噴
、
孔
安
国
壁
中
書
却
平
易

易
噴
」
、
「
書
有
雨
憶
、
有
極
分
暁
者
、
有
極
難
噴
者
」
　
と
疑
義
を
呈
し
た

こ
と
へ
の
、
具
体
的
回
答
で
あ
る
。

第
三
　
鄭
康
成
註
古
文
篇
名
輿
今
異

尚
書
百
貨
序
原
自
席
一
貨
、
不
分
廣
各
篇
之
首
。
其
分
廣
各
篇
之
首
者
、
自
孔
安
國
侍

始
也
。
鄭
康
成
註
書
序
尚
自
薦
一
篇
、
唐
世
尚
存
、
孔
穎
達
尚
書
疏
備
戴
之
。
所
云
尚

書
亡
逸
篇
敷
、
適
輿
孔
侍
不
合
。
孔
則
増
多
於
伏
生
者
二
十
五
篇
、
鄭
則
増
多
於
伏
生

者
十
六
篇
。
二
十
五
篇
者
、
即
今
世
所
行
之
大
南
讃
一
、
玉
子
之
歌
二
、
胤
征
三
、
仲

旭
之
詰
四
、
湯
詰
五
、
伊
訓
六
、
太
甲
三
篇
九
、
成
有
一
徳
十
、
説
命
三
篇
十
三
、
泰

誓
三
篇
十
六
、
武
威
十
七
、
旅
契
十
八
、
微
子
之
命
十
九
、
察
仲
之
命
二
十
、
周
官
二

十
一
、
君
陳
二
十
二
、
畢
命
二
十
三
、
君
牙
二
十
四
、
間
命
二
十
五
、
是
也
。
十
六
篇

者
、
即
永
嘉
時
所
亡
失
之
舜
典
一
、
泊
作
二
、
九
共
九
篇
三
、
大
南
孟
四
、
益
稜
五
、

玉
子
之
歌
六
、
胤
征
七
、
典
賛
八
、
湯
詰
九
、
成
有
一
徳
十
、
伊
訓
十
一
、
時
命
十
二
、

原
命
十
三
、
武
威
十
四
、
旅
契
十
五
、
間
命
十
六
、
是
也
。
十
六
篇
亦
名
二
十
四
篇
、

蓋
九
共
乃
九
篇
、
、
.
析
其
篇
而
敷
之
、
故
日
二
十
四
篇
也
。
鄭
所
註
古
文
篇
敷
、
上
輿
馬

融
合
、
又
上
輿
質
連
合
、
又
上
輿
劉
歌
合
。
-
欧
嘗
校
秘
書
得
古
文
十
六
貨
、
借
問
民
間
、

へ

則
有
安
國
之
再
侍
弟
子
膠
東
庸
生
者
、
學
輿
此
同
。
達
父
徽
貴
烏
安
國
之
六
侍
弟
子
。

達
受
父
業
、
敷
島
帝
言
古
文
尚
書
輿
経
俸
爾
雅
諮
訓
相
應
、
故
古
文
遂
行
。
比
皆
載
在

史
冊
、
確
然
可
信
者
也
。
孔
穎
達
不
信
漠
儒
授
受
之
古
文
、
而
信
晩
曹
突
出
之
古
文
。

且
以
舜
典
泊
作
九
共
二
十
四
篇
鳥
張
昌
之
徒
所
偽
造
、
不
知
張
覇
所
偽
造
乃
百
両
篇
、

在
昔
時
国
未
嘗
告
其
欺
也
。
百
両
篇
不
見
於
重
文
志
、
而
止
附
見
儒
林
侍
。
俸
云
　
「
文

意
浅
障
、
篇
或
敷
簡
。
帝
己
中
書
校
之
非
是
、
覇
辞
受
父
、
父
有
弟
子
契
並
、
詔
存
其

書
。
及
契
並
謀
反
、
廼
卒
拙
之
」
。
曾
謂
馬
敵
鄭
康
成
諸
大
儒
而
信
比
等
偽
書
哉
。
大

抵
孔
穎
達
纂
経
翼
侍
、
不
貞
無
功
、
而
第
曲
狗
一
説
、
莫
敢
他
従
。
如
毛
詩
戴
記
則
惟

鄭
義
之
是
従
、
至
於
尚
書
則
又
則
鄭
而
従
孔
。
是
皆
唐
人
枠
章
句
烏
義
疏
、
欲
定
鳥
一

是
者
之
笑
也
。
嘘
、
執
知
比
一
是
者
、
尭
未
嘗
是
也
故
。

按
鄭
康
成
註
書
序
、
於
今
安
國
侍
所
見
存
者
、
仲
旭
之
詰
・
太
甲
三
篇
・
説
命
三
篇
・

微
子
之
命
・
察
仲
之
命
・
周
官
・
君
陳
・
畢
命
・
君
牙
十
三
篇
、
皆
註
日
　
「
亡
」
。
於
今

安
國
侍
所
絶
無
者
、
泊
作
・
九
共
九
篇
・
典
賛
・
璋
命
・
原
命
十
三
貸
、
皆
註
日
「
逸
」
、

不
特
此
也
。
又
於
安
國
侍
所
分
出
之
舜
典
・
益
穫
二
篇
、
皆
註
日
　
「
逸
」
。
是
孔
鄭

之
古
文
不
燭
篇
名
不
合
者
、
其
文
辞
不
可
得
而
同
。
即
篇
名
之
適
相
符
合
者
、
其

文
辞
亦
豊
得
而
壷
同
哉
。
然
則
授
章
晩
出
之
書
、
椎
名
践
源
流
於
鄭
沖
、
正
未
必

名
孔
壁
之
青
物
云
。

又
按
孔
鄭
之
古
文
既
知
此
共
布
異
臭
、
乃
説
者
必
欲
信
梅
所
願
之
孔
、
而
不
信
鄭

所
受
之
孔
、
遂
以
鄭
所
受
之
孔
烏
張
覇
之
徒
偽
撰
。
今
張
宗
書
巳
不
侍
、
而
見
於

王
充
論
衡
所
引
者
、
尚
有
数
語
、
日
　
「
伊
芦
死
、
大
霧
三
日
」
、
比
何
等
語
、
而
可

令
馬
鄭
諸
儒
見
耶
。
備
泰
誓
三
岩
、
歴
世
既
久
、
馬
融
尚
起
而
排
其
非
。
若
張
覇

百
両
篇
、
甫
出
而
即
敗
、
巳
著
於
人
耳
目
者
。
王
充
浅
識
、
亦
知
未
可
信
、
而
馬

鄭
諸
儒
識
顧
出
王
充
下
耶
。
然
則
渦
作
・
九
共
二
十
四
篇
、
必
得
之
於
孔
壁
、
而
非

「
采
左
氏
按
書
赦
」
者
之
所
能
作
也
。

又
按
隋
書
経
籍
志
云
　
「
有
尚
書
逸
篇
二
審
、
出
於
脊
梁
間
。
考
其
篇
目
、
似
孔
壁

中
書
之
残
映
者
、
故
附
尚
書
之
末
」
、
今
亦
不
侍
、
但
不
知
其
篇
目
可
是
泊
作
・
九

共
等
否
。
果
是
泊
作
九
共
等
、
必
音
軋
之
絵
、
彫
磨
零
落
、
尚
什
存
其
一
二
於
人

間
者
。
昔
共
時
、
孔
俸
方
盛
行
、
而
世
又
無
好
古
之
土
龍
取
康
成
所
註
逸
篇
之
敷

以
二
校
封
、
使
康
成
之
言
烏
可
信
、
而
寛
不
復
有
隻
字
存
真
情
故
。
不
然
則
是
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脊
梁
間
好
事
者
烏
之
也
。
尚
書
五
十
八
篇
、
原
無
嘉
禾
篇
。
而
王
弄
俸
有
引
書
逸

嘉
禾
篇
日
　
「
周
公
奉
色
立
於
昨
階
、
延
登
、
費
目
、
偶
王
荏
政
、
勤
和
天
下
」
。
此

必
王
弄
時
所
偽
作
。
何
也
、
漢
人
尚
災
異
、
故
張
霜
書
有
「
伊
夢
死
、
大
霧
三
日
」

之
説
。
王
弄
欲
居
掻
、
故
事
臣
奏
有
　
「
周
公
爵
偏
王
」
　
之
説
。
蓋
作
偽
書
者
、
多

因
共
時
之
所
尚
輿
。
文
辞
格
制
、
亦
限
於
時
代
。
雌
極
力
洗
刷
出
脱
、
終
不
能
離

其
本
色
、
此
亦
可
以
類
推
也
。

又
按
新
唐
書
重
文
志
有
尚
書
逸
篇
三
春
、
畠
晋
徐
遡
注
、
宋
初
猶
存
。
李
坊
等
修

太
平
御
覚
、
曾
引
用
之
。
余
約
見
其
四
候
、
其
一
條
重
出
。
其
三
條
云
　
「
亮
子
不

肖
、
舜
使
居
丹
淵
鳥
諸
侯
、
故
競
日
丹
朱
」
、
又
　
「
鳴
呼
、
七
世
之
廟
可
以
観
徳
」
、

又
　
「
大
社
惟
松
、
東
社
惟
柏
、
南
社
惟
梓
、
西
社
惟
栗
、
北
社
惟
椀
。
天
子
社
廣

五
丈
、
諸
侯
半
之
」
。
余
病
謂
、
「
尭
子
不
肖
、
舜
使
居
丹
淵
云
云
」
、
即
本
漢
書
律

歴
志
　
「
尭
譲
下
於
虞
、
使
子
朱
虞
干
丹
淵
焦
諸
侯
」
。
「
鳴
呼
、
七
世
之
廟
可
以
観

徳
」
、
即
用
呂
氏
春
秋
引
商
書
目
　
「
五
世
之
廟
可
以
覿
怪
」
、
而
易
「
五
」
烏
「
七
」
、

↓
怪
」
　
鳥
　
「
徳
」
、
亦
同
孔
侍
。
「
太
社
惟
松
云
云
」
、
即
用
白
虎
通
徳
論
引
尚
書
日

「
太
社
惟
松
」
　
五
句
、
而
下
達
　
「
天
子
社
廣
五
丈
」
、
乃
別
出
　
「
春
秋
文
義
」
。
以

所
見
如
比
、
則
所
不
見
者
、
諒
亦
多
停
会
可
知
夫
。
余
故
日
、
此
脊
梁
間
好
事
者

鳥
之
也
。
而
又
偏
託
晋
儒
者
徐
速
注
以
自
重
。
鳴
呼
、
事
莫
大
於
好
古
、
學
莫
善

於
正
誤
。
韓
昌
黎
以
識
古
書
之
正
偶
然
年
之
進
、
童
欺
我
哉
。

又
按
伏
生
勝
尚
書
大
侍
三
舎
、
鄭
康
成
註
者
、
今
亦
不
侍
、
僅
散
見
他
書
。
采
王

伯
厚
田
學
紀
聞
云
　
「
虞
侍
有
九
共
篇
、
引
書
目
『
予
軒
下
土
、
使
民
平
平
、
使
民

無
倣
』
、
股
侍
有
帝
告
貨
、
引
書
目
『
施
章
乃
服
、
明
上
下
』
。
豊
伏
生
亦
見
古
文

逸
篇
耶
」
。
余
謂
、
王
氏
之
説
非
也
。
壁
中
逸
書
有
九
共
、
而
無
帝
告
。
縦
使
伏
生

及
見
、
亦
不
應
有
　
「
施
章
乃
服
、
明
上
下
」
一
語
。
窺
意
、
伏
生
於
正
記
二
十
八

篇
外
、
又
有
残
章
剰
句
、
未
壷
遺
忘
者
、
口
授
諸
共
徒
。
而
勝
投
之
後
、
其
徒
張

生
欧
陽
生
、
各
雑
記
所
聞
以
暴
威
斯
侍
。
不
然
鄭
康
成
固
見
九
共
逸
書
者
。
筍
非

眞
出
九
共
、
康
成
雷
鳥
之
作
註
耶
。
但
又
引
盤
庚
日
　
r
若
徳
明
哉
、
湯
任
父
言
、

卑
應
言
」
、
又
引
酒
詰
日
　
「
王
日
、
封
、
唯
日
、
若
圭
璧
」
、
皆
古
文
所
無
。
豊
今

文
濁
有
平
、
今
無
可
考
。
然
劉
向
以
中
古
文
校
所
侍
今
文
、
酒
詩
有
脱
簡
一
、
諒

業
鳥
補
正
、
未
聞
酒
詰
復
有
増
文
也
。
疑
或
出
後
人
停
会
、
未
必
一
一
受
諸
伏
生

云
。
又
按
今
汲
家
周
書
、
漠
志
正
名
「
周
書
」
、
班
固
以
烏
r
周
史
記
」
、
顔
師
古
云
　
「
蓋

孔
子
所
論
百
貨
之
鰊
」
。
六
朝
人
亦
謂
之
　
「
尚
書
逸
篇
」
、
観
南
史
劉
顆
博
可
見
。

侍
云
　
「
任
坊
嘗
得
一
浩
秩
簡
、
文
字
零
落
、
諸
人
無
能
識
者
。
顆
一
見
日
、
是
古

文
尚
書
所
酬
逸
篇
。
肪
検
周
書
、
果
如
其
説
」
。




